
 

 

私⽴ 千葉商科⼤学付属⾼等学校 シラバス 

 

 

商業科 「簿記（２年商業科会計型）」 

単位数 ３単位 学科 商業科 

学年 ２ 組 会計型 

 

１ 学習の目標，評価の観点，内容及び評価方法 

 

学習の目標 

①企業における日常発生する取引を仕訳し，勘定記入を経て，決算に至る記帳 ・計算 ・整理に関

する⾼度な知識と技術を習得させ，応用的な簿記会計の仕組みについて理解を深める。 

②帳簿や財務諸表を通して，ビジネスの諸活動を計数的に把握する能⼒と態度を育てる。 

 

育成する資質能⼒ 「向上心」「⾃律」「⾃己肯定感」「思考⼒」「判断⼒」「⼈間関係⼒」 

学校ルーブリック項目 

「向上心」「⾃律」「⾃己肯定感」「友愛」「創造性」「社会貢献」「思考⼒」「判断⼒」 

「表現⼒」「⼈間関係⼒」 

 

評価の 

観点 

知識・技能 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

評価の 

内容 

簿記に関する基礎的・基本的な知識や
技術を身につけるとともに，基本的な
仕組みや基本構造について理解してい
るか。 

適正な会計処理を⾏うことを目指し
て思考を深め，基礎的・基本的な知
識と技術をもとに，ビジネスの諸活
動に携わる者として適切に判断し，
表現する創造的な能⼒を身につけて
いるか。 

企業会計に関する法規と基準を適切
に適用する⼒の向上を目指して⾃ら
学び，適正な取引の記録と財務諸表
の作成に主体的かつ協働的に取り組
む態度を身につけているか。 

評価 

方法 

定期考査・提出物等 定期考査 検定への取り組み 

配分 ７０％ ２０％ １０％ 

 

２ 学習計画・使用教材 

 

学期 学習内容 学習のねらい 

備考（特記事項， 

他教科との関連など） 

第 

１ 

学 

期 

【全商簿記検定１級原価計算】 

 〇原価計算の基礎 

 〇原価計算における費用分類 

 〇個別原価計算と部門別計算 

 〇総合原価計算（単純・組別・工程
別・等級別） 

 〇標準原価計算 

 〇直接原価計算・全部原価計算 

 〇本社工場会計と財務諸表 

 

〇１年次に学んだ簿記を基礎とし
て，応用的な内容を学びます。 

〇コース別展開なので，各コース目
標に合わせた内容を学びます。 

〇実践的な帳簿の記帳方法を理解さ
せます。 

財務会計Ⅰ・原価計算 

第 

２ 

学 

期 

【日商簿記検定２級】 

 〇現⾦預⾦と売掛⾦ 

 〇手形取引と電子記録債権 

 〇有価証券・固定資産 

 〇無形固定資産と投資その他の資産 

 〇剰余⾦の配当 

 〇リース取引・外貨建取引 

 〇収益費用の認識基準 

 〇株式会社の税⾦・税効果会計 

 〇決算と財務諸表作成 

 〇本支店会計・連結財務諸表 

 〇日商簿記２級工業簿記の範囲 

 

〇１年次に学んだ簿記を基礎とし
て，応用的な内容を学びます。 

〇コース別展開なので，各コース目
標に合わせた内容を学びます。 

〇実践的な帳簿の記帳方法を理解さ
せます。 

財務会計Ⅰ・原価計算 



第 

３ 

学 

期 

【全商簿記検定１級会計】 

 〇財務会計の基礎（企業会計制度と
会計基準） 

 〇資産（意味と分類，各種評価と計
算方法） 

 〇負債（意味と分類，各種評価と計
算方法） 

 〇純資産（意味と分類，各種評価と
計算方法） 

 〇損益計算 

 〇財務諸表の作成 

 

【日商簿記検定２級】 

 〇現⾦預⾦と売掛⾦ 

 〇手形取引と電子記録債権 

 〇有価証券・固定資産 

 〇無形固定資産と投資その他の資産 

 〇剰余⾦の配当 

 〇リース取引・外貨建取引 

 〇収益費用の認識基準 

 〇株式会社の税⾦・税効果会計 

 〇決算と財務諸表作成 

 〇本支店会計・連結財務諸表 

 〇日商簿記２級工業簿記の範囲 

〇１年次に学んだ簿記を基礎とし
て，応用的な内容を学びます。 

〇コース別展開なので，各コース目
標に合わせた内容を学びます。 

〇実践的な帳簿の記帳方法を理解さ
せます。 

財務会計Ⅰ・原価計算 

 

使用教科書 実教出版『⾼校簿記 新訂版』『原価計算 新訂版』 

副教材 
実教出版『最新段階式日商簿記検定２級（商業簿記・工業簿記）』 

『全商簿記検定１級原価計算・会計模擬試験問題集』 

 

３ 担当者からのメッセージ 

 

確かな学⼒を身に付けるた

めのアドバイス 

検定対策の問題集をただ解くだけではなく，類似問題や過去問題を数多くこなし，検定試験の傾
向をつかめるようになってください。資格を取得するために，計画的に学習に取り組む習慣をつ
けましょう。時には互いに教えあい，⾃らの知識理解をより⾼めましょう。 

授業を受けるに当たって守

ってほしい事項 

授業では，検定試験にチャレンジすることも目標としていますが，単に計算方法を暗記するので
はなく，原価計算の全体像を意識しながら学んでください。日頃の授業を⼤切に，繰り返し基礎
問題・応用問題を解くとともに，家庭学習の時間も確保しましょう。 

その他のアドバイス 授業時に使用する電卓や教科書等の忘れ物をしないようにしてください。 

 


